
































































































































































































































































⑦ 使いやすい使用空間（大きさ・広さ）と条件の確保（Size and　Space for Approach 
and Use）：
　 使い手の体格や姿勢、使用状況にかかわらず、使いやすい大きさと広がりが確保できる
こと。
これまでの事例から、髪留めシュシュが、上肢機能低下の人だけでなく、手指の巧緻性の低
い子供や高齢者にも、若い健常者にも公平に使えるものであることを確信できたため、①に示
される通りどのような人にでも公平に使えるものであり、多様な、とはいえないが、②の使い
手や使用環境に対応でき、使う上での自由度が高いものといえる。さらに障害の種類に応じて
カスタマイズされ、進化していくデザインであると考える。また子供も簡単に製作ことがで
き、つけてみることができることから③の製品の使い方が明解で、誰にでも積極的にすぐ理解
できるものに該当している。④のあらゆる知覚による情報への配慮については今後の課題とな
るが、情報発信をしてもっと多くの人に広めたいと考える。⑤の事故や危険につながりにくい
ことや⑥のからだに負担を感じないで自由、快適に使えるものということにも該当する。髪留
めシュシュは手芸製作品で、布とゴムとリングが材料あることから、事故や危険からはほど遠
く安全なものである。⑥の使い手の体格や姿勢、使用状況にかかわらず、使いやすい大きさと
広がりが確保できるものというのも、サイズなどがなく、誰でも使用できることや子供にも使
いやすいものであることから該当すると考える。
これまでは、髪留めシュシュを、上肢機能低下の障害者のための自助具という、狭い範囲で
しか考えていなかったが、情報が広がることで、使う人に合わせて進化し、使う人の工夫によ
りその範囲も広くなっていくことに私自身驚いている。髪留めシュシュは、使用者が女性に限
られるといった特徴はあるが、７つの原則にあてはまることから、ユニバーサルデザインとし
ても評価できると考える。
Ⅵ．おわりに
髪留めシュシュは、障害者のＫさんが、それを継続的に使って評価してくれていなければこ
れまでの展開や発展はなかったであろう。Ｋさん自ら、Ｗebに載せたり、必要な人に伝えて
くれたことで、困っている人達から切実な要望をもらった。そのひとつひとつに対応しなが
ら、私自身も、上肢機能の低下した人にとっての“髪を結ぶ”、という行為の重要性を学ぶこ
とができた。今は、子供から高齢者まで、健常者にも受け入れられる髪留めシュシュとなり、
結びやすいシュシュの１つの形としての展開の可能性もある。その場合にも髪留めシュシュを
使う人には、このデザインの経緯を伝えていきたいと思う。
３年前に若い障害者のＫさんから、みだしなみで一番の悩みが髪を結べないこと、と聞かさ
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れた学生達の驚きと、それを何とかしたい、という思いで授業の枠を越えて考えていた学生の
姿が今も印象に残っている。髪留めシュシュを使う人が、その学生達と同じ目線に立って、髪
を結ぶことが難しい人もたくさんいることを考えてくれたら、何らかの形で社会に貢献した
い、と思うきっかけにもなるのではないかと思う。
私は今後もこのデザインを広め、必要な人に提供していきたいと考えている。さらに教育の
場で学生達に作らせることで、ミシンの練習や作品作りの楽しさを学ぶだけでなく、使う人の
事も考える学びのある教材として提供していきたいと考えている。
2014年もまた国立障害者リハビリテーションセンターの並木祭（10/18）で、目白大学の
学生が髪留めシュシュを出展し、障害者の方々や企業の方々に配り使って頂いた。後日感想の
メールを頂いたり企業の方からシュシュがより使い易くなる金具を送って頂くなどした。今後
も頂いた評価を参考にしながら更なる改良を目指したいと考えている。
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